
　
2027年３月期  第１四半期決算短信〔日本基準〕（連結）

2026年10月23日

上場会社名 宝ホールディングス株式会社 上場取引所  東

コード番号 2531 ＵＲＬ  https://www.takara.co.jp/

代表者 （役職名）代表取締役社長 （氏名）木村　睦

問合せ先責任者 （役職名）広報・IR部長 （氏名）宇佐美　昌和 ＴＥＬ  075-241-5124

配当支払開始予定日 －

決算補足説明資料作成の有無：有

決算説明会開催の有無      ：無

（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 103,207 10.6 2,949 △14.7 3,157 △9.1 3,630 △12.4

2026年３月期第１四半期 93,348 9.9 3,456 △15.0 3,471 △27.5 4,145 △19.8

（注）包括利益 2027年３月期第１四半期 9,804百万円（－％） 2026年３月期第１四半期 △4,239百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期第１四半期 18.87 －

2026年３月期第１四半期 21.31 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 535,691 257,626 46.0

2026年３月期 513,801 310,937 50.5

（参考）自己資本 2027年３月期第１四半期 246,240百万円 2026年３月期 259,339百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 － － － 31.00 31.00

2027年３月期 －

2027年３月期（予想） － － 31.00 31.00

（％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

１株当たり
四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 210,870 13.0 13,112 68.4 12,764 72.8 11,682 105.1 60.87

１．2027年３月期第１四半期の連結業績（2026年４月１日～2026年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2027年３月期第２四半期の連結業績予想（2026年４月１日～2026年９月30日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有

第２四半期（中間期）の連結業績予想の修正については、添付資料４ページ「１．経営成績等の概況（３）連結業

績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。また、通期の業績予想については現在精査中であり、

2026年11月10日に予定している第２四半期（中間期）決算発表時にお知らせする予定です。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2027年３月期１Ｑ 197,252,043株 2026年３月期 197,252,043株

②  期末自己株式数 2027年３月期１Ｑ 5,807,689株 2026年３月期 4,378,256株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2027年３月期１Ｑ 192,405,860株 2026年３月期１Ｑ 194,493,856株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：有(任意)

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意

事項等については、添付資料４ページ「１．経営成績等の概況　(３)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」

をご覧ください。



１．経営成績等の概況 ……………………………………………………………………………………………………… 2

（１）当四半期の経営成績の概況 ……………………………………………………………………………………… 2

（２）当四半期の財政状態の概況 ……………………………………………………………………………………… 3

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… 4

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………………………… 5

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………… 5

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………… 7

四半期連結損益計算書 …………………………………………………………………………………………… 7

四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………………………………………… 8

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………… 9

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 9

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 9

（セグメント情報等の注記） ……………………………………………………………………………………… 9

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記） ……………………………………………………… 10

（企業結合等に関する注記） ……………………………………………………………………………………… 10

独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書 ……………………………………………………… 12

○添付資料の目次

○　第１四半期決算短信補足資料

- 1 -

宝ホールディングス(株)（2531）2027年３月期第１四半期決算短信



１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

　当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高は宝酒造や宝酒造インターナショナルグループが増加しましたので

103,207百万円（前年同期比10.6％増）となり、売上総利益は33,264百万円（同7.7％増）となりました。販売費及

び一般管理費は運送費や人件費、管理費などが増加しましたので30,314百万円（同10.5％増）となり、営業利益は

2,949百万円（同14.7％減）となりました。経常利益は受取配当金や為替差益の増加などがありましたので3,157百

万円（同9.1％減）となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、特別利益に固定資産売却益や投資有価

証券売却益の計上がありましたが、特別損失に公開買付関連費用やタカラバイオ株式会社で希望退職者の募集に伴

う割増退職金などの事業構造改革費用を計上し、法人税等では繰延税金資産の計上などがありましたので3,630百

万円（同12.4％減）となりました。

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

[宝酒造]

　当第１四半期連結累計期間の売上高は、前年同期と比べて、焼酎は甲類焼酎の大容量商品などは減少しました

が、果実酒用35％焼酎の増加などにより増加いたしました。清酒は“松竹梅「天」”などが増加したことにより増

加し、ソフトアルコール飲料は“タカラ「焼酎ハイボール」”の増加などにより増加いたしました。調味料は、本

みりんや料理清酒が増加し、食品調味料も増加しましたので増加いたしました。原料用アルコール等は減少いたし

ました。

　以上の結果、宝酒造の売上高は30,245百万円（前年同期比2.5％増）となりました。売上原価は、売上高の増加

に伴い増加し22,747百万円（同2.8％増）となり、売上総利益は7,498百万円（同1.4％増）となりました。販売費

及び一般管理費は、広告宣伝費などが減少し6,029百万円（同5.8％減）となり、営業利益は1,468百万円（同

47.5％増）となりました。

[宝酒造インターナショナルグループ]

　当第１四半期連結累計期間の売上高は、前年同期と比べて、清酒は減少しましたが、ウイスキーが引き続き増加

し、その他酒類も増加しましたので、海外酒類事業の売上高は増加いたしました。海外日本食材卸事業の売上高も

和酒や水産品などの付加価値が高く差異化された商品のラインアップの拡充を進めたことや価格改定効果などもあ

り増加いたしました。

　以上の結果、宝酒造インターナショナルグループの売上高は60,334百万円（前年同期比17.3％増）となりまし

た。売上原価は、売上高の増加に伴い増加し40,482百万円（同18.7％増）となり、売上総利益は19,851百万円（同

14.5％増）となりました。販売費及び一般管理費は、人件費や運送費などが増加し15,914百万円（同16.3％増）と

なり、営業利益は3,937百万円（同7.8％増）となりました。

[タカラバイオグループ]

　当第１四半期連結累計期間の売上高は、前年同期と比べて、試薬、機器および受託は減少しましたが、遺伝子医

療は増加いたしました。

　以上の結果、タカラバイオグループの売上高は9,204百万円（前年同期比0.7％減）となりました。売上原価は、

売上構成の変化の影響などにより4,657百万円（同9.3％増）となり、売上総利益は4,546百万円（同9.1％減）とな

りました。販売費及び一般管理費は、Takara Bio USA, Inc.での条件付対価（注）の増加などにより7,930百万円

（同16.6％増）となり、営業損失は3,384百万円（前年同期は営業損失1,796百万円）となりました。

（注）2025年１月に実施したCurio Bioscience, Inc.の株式取得において、取得対価の一部についてはSpatial製

品の開発および売上の達成時に対価を支払う条件付対価契約を締結しており、達成可能性を見積もったうえで、そ

の現在価値を負債に計上しております。当該負債については、定期的に達成可能性の見直しを行っており、見直し

の結果生じた差額については販売費及び一般管理費で処理しております。

[その他]

　当第１四半期連結累計期間の売上高は、前年同期と比べて、ワイン輸入販売などが増加し8,331百万円（前年同

期比6.2％増）となりました。売上原価は6,793百万円（同5.8％増）となり、売上総利益は1,538百万円（同8.1％

増）となりました。販売費及び一般管理費は506百万円（同1.6％増）となり、営業利益は1,032百万円（同11.5％

増）となりました。
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セグメントの名称
前第１四半期連結累計期間

（自　2025年４月１日
至　2025年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2026年４月１日

至　2026年６月30日）

対前年
増減率

品種 金額（百万円） 金額（百万円） （％）

焼酎 8,093 8,161 0.8

清酒 1,989 2,002 0.7

ソフトアルコール飲料 10,646 11,496 8.0

その他酒類 1,065 1,164 9.3

本みりん 2,402 2,485 3.5

その他調味料 2,310 2,376 2.9

原料用アルコール等 3,014 2,559 △15.1

宝酒造 29,521 30,245 2.5

海外酒類 6,892 7,186 4.3

海外日本食材卸 45,218 53,779 18.9

その他 193 413 113.8

グループ内連結消去 △851 △1,044 －

宝酒造インターナショナルグループ 51,453 60,334 17.3

試薬 6,986 6,922 △0.9

機器 173 120 △30.6

受託 1,178 651 △44.7

遺伝子医療 927 1,509 62.7

タカラバイオグループ 9,266 9,204 △0.7

報告セグメント計 90,240 99,784 10.6

その他 7,846 8,331 6.2

セグメント計 98,087 108,116 10.2

事業セグメントに配分していない

収益及びセグメント間取引消去
△4,738 △4,908 －

合計 93,348 103,207 10.6

品種別販売実績

（注）販売金額には酒税を含んでおります。

（２）当四半期の財政状態の概況

　当第１四半期連結会計期間末における流動資産は263,037百万円となり、前連結会計年度末に比べ13,723百万円

増加いたしました。これは主に現金及び預金が8,581百万円、受取手形及び売掛金が1,029百万円、商品及び製品が

1,222百万円、流動資産のその他が2,602百万円それぞれ増加したことによるものであります。固定資産は272,653

百万円となり、前連結会計年度末に比べ8,166百万円増加いたしました。これは主に投資その他の資産が時価評価

の増加による投資有価証券の増加や繰延税金資産などの投資その他の資産のその他の増加などにより9,061百万円

増加したことによるものであります。

　以上の結果、総資産は535,691百万円となり、前連結会計年度末に比べ21,890百万円増加いたしました。

　当第１四半期連結会計期間末における流動負債は162,681百万円となり、前連結会計年度末に比べ80,644百万円

増加いたしました。これは主に短期借入金が49,761百万円、１年内償還予定の社債が5,000百万円、コマーシャ

ル・ペーパーが4,000百万円、未払金などの流動負債のその他が18,948百万円それぞれ増加したことによるもので

あります。固定負債は115,383百万円となり、前連結会計年度末に比べ5,442百万円減少いたしました。これは主に

社債が流動負債への振替により5,000百万円減少したことによるものであります。

　以上の結果、負債合計は278,065百万円となり、前連結会計年度末に比べ75,202百万円増加いたしました。

　当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は257,626百万円となり、前連結会計年度末に比べ53,311百万

円減少いたしました。これは主にタカラバイオ株式会社を完全子会社化したことに伴う会計処理などにより資本剰

余金が2,804百万円、利益剰余金が14,001百万円、非支配株主持分が40,212百万円それぞれ減少し、その他有価証

券評価差額金が4,841百万円増加したことなどによるものであります。

　この結果、自己資本比率は46.0％（前連結会計年度末は50.5％）となりました。
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売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属

する四半期純利益

1株当たり

四半期純利益

前回発表予想（Ａ）

(2026年５月13日発表)

百万円

205,000

百万円

8,800

百万円

7,800

百万円

5,900

円　銭

30.59

今回修正予想（Ｂ） 210,870 13,112 12,764 11,682 60.87

増減額（Ｂ－Ａ） 5,870 4,312 4,964 5,782 －

増減率（％） 2.9 49.0 63.6 98.0 －

ご参考：前期実績

(2026年３月期第２四半

期累計)

186,556 7,786 7,386 5,695 29.40

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　直近の状況を踏まえ、2026年５月13日に公表いたしました2027年３月期第２四半期累計期間の業績予想を修正し

ております。

　事業別の予想は、宝酒造は、2026年10月の価格改定前の前倒し需要が想定を下回ったことにより、売上高は前回

予想（2026年５月13日公表）に対して下回り、為替影響や容器包装品などのコストアップはあるものの、販売費及

び一般管理費の効率的な使用に努めたこと等により、営業利益は前回予想を上回る見通しです。

　宝酒造インターナショナルグループは、海外酒類事業、海外日本食材卸事業ともに売上高が前回予想を上回り、

営業利益は、海外日本食材卸事業における価格改定による売上総利益の増加に加え、相互関税還付金の計上や為替

影響もあり、前回予想を上回る見通しです。

　タカラバイオグループは、売上高は、試薬事業が想定を下回る影響が大きく、前回予想を下回り、相互関税還付

金の計上があるものの、商品構成の変化等により売上総利益が前回予想を下回りますが、Spatial製品の開発およ

び売上進捗に応じた対価の見直しにより販売費及び一般管理費が減少することで、営業損失額は前回予想に対して

縮小する見通しです。

　これにより、グループ全体で売上高、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する中間純利益は、いずれも前回

予想を上回る見通しです。

事業セグメント別の業績予想につきましては、本日公表の「2027年３月期第１四半期 決算短信補足資料」（PAGE

８/８）をご参照ください。

　なお、通期の業績予想につきましては現在精査中であり、2026年11月10日に予定している第２四半期（中間期）

決算発表時にお知らせする予定です。

（第２四半期累計期間連結業績予想）
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 73,191 81,773

受取手形及び売掛金 77,571 78,601

商品及び製品 82,664 83,887

仕掛品 2,077 2,138

原材料及び貯蔵品 6,788 6,977

その他 7,916 10,519

貸倒引当金 △895 △859

流動資産合計 249,314 263,037

固定資産

有形固定資産 133,068 132,836

無形固定資産

のれん 30,457 29,900

その他 29,911 29,806

無形固定資産合計 60,369 59,706

投資その他の資産

投資有価証券 39,591 46,476

その他 31,518 33,694

貸倒引当金 △61 △61

投資その他の資産合計 71,049 80,110

固定資産合計 264,486 272,653

資産合計 513,801 535,691

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 26,779 27,266

短期借入金 6,414 56,175

１年内償還予定の社債 5,000 10,000

コマーシャル・ペーパー － 4,000

未払法人税等 4,004 3,236

引当金 3,633 6,850

その他 36,205 55,153

流動負債合計 82,037 162,681

固定負債

社債 10,000 5,000

長期借入金 40,431 40,419

退職給付に係る負債 8,020 7,986

その他 62,374 61,977

固定負債合計 120,826 115,383

負債合計 202,863 278,065

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

- 5 -

宝ホールディングス(株)（2531）2027年３月期第１四半期決算短信



（単位：百万円）

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 13,226 13,226

資本剰余金 2,804 －

利益剰余金 186,093 172,091

自己株式 △5,103 △8,103

株主資本合計 197,019 177,214

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 21,373 26,215

繰延ヘッジ損益 △2 △0

為替換算調整勘定 40,741 42,555

退職給付に係る調整累計額 206 255

その他の包括利益累計額合計 62,319 69,025

非支配株主持分 51,597 11,385

純資産合計 310,937 257,626

負債純資産合計 513,801 535,691
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2026年４月１日

　至　2026年６月30日)

売上高 93,348 103,207

売上原価 62,450 69,943

売上総利益 30,898 33,264

販売費及び一般管理費 27,441 30,314

営業利益 3,456 2,949

営業外収益

受取配当金 481 578

その他 391 556

営業外収益合計 872 1,134

営業外費用

支払利息 351 525

為替差損 360 －

支払手数料 － 250

その他 145 152

営業外費用合計 857 927

経常利益 3,471 3,157

特別利益

固定資産売却益 46 886

投資有価証券売却益 2,251 1,746

その他 53 －

特別利益合計 2,351 2,633

特別損失

事業構造改革費用 － 1,655

公開買付関連費用 － 804

抱合せ株式消滅差損 24 －

その他 22 130

特別損失合計 46 2,590

税金等調整前四半期純利益 5,776 3,199

法人税、住民税及び事業税 2,966 3,307

法人税等調整額 △882 △2,626

法人税等合計 2,084 680

四半期純利益 3,691 2,519

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △453 △1,111

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,145 3,630

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　2025年４月１日
　至　2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2026年４月１日

　至　2026年６月30日)

四半期純利益 3,691 2,519

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △23 4,841

繰延ヘッジ損益 5 2

為替換算調整勘定 △7,920 2,358

退職給付に係る調整額 6 82

その他の包括利益合計 △7,931 7,285

四半期包括利益 △4,239 9,804

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △2,275 10,336

非支配株主に係る四半期包括利益 △1,964 △532

（四半期連結包括利益計算書）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

　四半期連結財務諸表は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び期中連結財務

諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第

４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成しております。

（継続企業の前提に関する注記）

　　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

子会社株式の追加取得

当社は、2026年４月13日及び６月16日付で、連結子会社であるタカラバイオ株式会社の普通株式を追加取得いた

しました。この結果、当第１四半期連結累計期間において、資本剰余金が14,442百万円減少しております。

また、当該取引などにより、資本剰余金の残高が負の値となったため、資本剰余金を零とし、当該負の値を利益

剰余金から減額しております。

（単位：百万円）

報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３

宝酒造

宝酒造イン

ターナショ

ナルグルー

プ

タカラバイ

オグループ
計

売上高

外部顧客への売上高 29,149 51,326 9,266 89,742 3,606 93,348 － 93,348

セグメント間の内部

売上高又は振替高
371 126 0 498 4,240 4,738 △4,738 －

計 29,521 51,453 9,266 90,240 7,846 98,087 △4,738 93,348

セグメント利益又は損

失(△)
995 3,651 △1,796 2,850 925 3,776 △319 3,456

（セグメント情報等の注記）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自2025年４月１日　至2025年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、貨物運送事業、ワイン輸入

販売、不動産賃貸事業などであります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△319百万円は、セグメント間取引消去△59百万円、事業セグメントに

配分していない当社の損益△259百万円であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

「タカラバイオグループ」セグメントにおいて、空間解析用研究試薬の開発・製造・販売を行うCurio 

Bioscience, Inc.の全株式を取得したことにより、のれんを計上しております。当該事象によるのれんの

増加額は、当第１四半期連結累計期間においては、6,525百万円であります。なお、取得原価の配分が完

了していないため、暫定的に算定された金額であります。
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（単位：百万円）

報告セグメント

その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３

宝酒造

宝酒造イン

ターナショ

ナルグルー

プ

タカラバイ

オグループ
計

売上高

外部顧客への売上高 29,892 60,172 9,204 99,268 3,939 103,207 － 103,207

セグメント間の内部

売上高又は振替高
353 162 0 516 4,392 4,908 △4,908 －

計 30,245 60,334 9,204 99,784 8,331 108,116 △4,908 103,207

セグメント利益又は損

失(△)
1,468 3,937 △3,384 2,022 1,032 3,054 △104 2,949

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自2026年４月１日　至2026年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、貨物運送事業、ワイン輸入

販売、不動産賃貸事業などであります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△104百万円は、セグメント間取引消去41百万円、事業セグメントに配

分していない当社の損益△146百万円であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

前第１四半期連結累計期間
（自  2025年４月１日

至  2025年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  2026年４月１日

至  2026年６月30日）

減価償却費 2,949百万円 3,163百万円

のれんの償却額 781 796

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

結合当事企業の名称 タカラバイオ株式会社

事業の内容 試薬・機器などの製造・販売事業、受託事業、遺伝子医療事業

株式公開買付けによる取得 2026年４月13日（みなし取得日2026年６月30日）

株式併合による取得 2026年６月16日（みなし取得日2026年６月30日）

（企業結合等に関する注記）

共通支配下の取引等

当社は、2026年２月13日開催の取締役会において、連結子会社であるタカラバイオ株式会社の普通株式を金融商

品取引法に基づく公開買付けにより取得することを決議し、本公開買付けを2026年２月16日から2026年４月６日の

期間で実施しました。

また、タカラバイオ株式会社にて2026年５月20日に開催された臨時株主総会において、同社の株主を当社のみと

するための一連の手続として、2026年６月16日を効力発生日とする株式併合を実施することを決議し、株式併合に

より生じた１株に満たない端数について会社法第235条第２項の準用する同法第234条第２項の規定に基づき、裁判

所の許可を得て2026年６月26日に端数株式の取得を実施いたしました。

１．企業結合の概要

（1）結合当事企業の名称及びその事業の内容

（2）企業結合日

（3）企業結合の法的形式

　現金を対価とする株式取得

（4）結合後企業の名称

　結合後企業の名称の変更はありません。
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取得の対価 現金 54,124百万円

取得原価 54,124百万円

（5）その他の取引の概要に関する事項

　タカラバイオ株式会社を完全子会社とし、２社間のより緊密な連携を促進することで、「収益構造改革の速

やかな実行」「新規事業開発の強化」「タカラバイオの事業の拡張」「上場維持コストの削減」といった取り

組みを進め、シナジー効果を創出することができると考えております。

　企業結合前の株券等所有割合　60.91％

　株式公開買付け後の株券等所有割合　87.27％

　株式併合後の株券等所有割合　100.00％

２．実施した会計処理の概要

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　2019年１月16日）及び「企業結合会計基準及び事業分

離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　2019年１月16日）に基づき、共通支配下の取

引等のうち、非支配株主との取引として処理しております。

３．子会社株式の追加取得に関する事項

　取得原価及び対価の種類ごとの内訳

４．非支配株主との取引に係る当社の持分変動に関する事項

（1）資本剰余金の主な変動要因

　子会社株式の追加取得

（2）非支配株主との取引によって減少した資本剰余金の金額

　14,442百万円
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独立監査人の四半期連結財務諸表に対する期中レビュー報告書

2026年10月23日

宝ホールディングス株式会社

取　締　役　会　　御　中

有限責任監査法人トーマツ

京　都　事　務　所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 菱本　恵子

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 河野　知仁

監査人の結論

　当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている宝ホールディングス株式会社の2026年４月１日から

2027年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2026年４月１日から2026年６月30日まで）及び第１四半

期連結累計期間（2026年４月１日から2026年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照

表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について期中レビューを行った。

　当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸

表等の作成基準第４条第１項及び期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されてい

ないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載さ

れている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用され

る規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果た

している。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び期中連結財務諸表に係る我

が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める

記載の省略が適用されている。）に準拠して四半期連結財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤謬による

重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが

含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び期中連結財務諸表

に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項

に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開

示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

四半期連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、
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（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータ及びＨＴＭＬデータは期中レビューの対象には含まれていません。

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、株式会社東京証券取引所の四半期

財務諸表等の作成基準第４条第１項及び期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計

の基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成

されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が

認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不

確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定

的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいている

が、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及

び期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準（ただし、四半期財務諸表等の

作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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